
【態度目標】しゃべる、質問する、説明する、動く、協力する、貢献する

【内容目標】ベクトルに特有の演算である 内積 の意味と性質について理解し，計算することができる。

□内積の性質



  

          

       

　ベクトルの内積について，次のことが成り立つ。

２の証明　　　      

　よって　　　　            

　　　　　　　　　　　　          

　ゆえに　　　　        

　同様にして　　        　　　　　

【注意】３が成り立つから，  を単に  と書く。

　　   ，   ，   とする

　１の証明　       ，

　　　　　　　　      

　　　　　　　　　　     

　　よって　  　　　　　　

　３の証明　    ，     ，      

　　よって

　　               

　　                  

　　ゆえに　       　　　　　　

 


    

２乗のときは

絶対値の記号を付けること

（括弧などはダメ）

　更に，内積の定義から，ベクトルについて，次のことが成り立つ。





１の別証　   ，  とすると

　　　　　      

　　　　　　　　 
 


 


 

問１０）　上の１，２が成り立つことを示せ。

　１の証明　のとき，内積の定義においてとすると，であるから

　　　　　　     




　　　　　　のとき　 ， 
 

　　　　　　よって　　　 




　２の証明　 
  において，  であるから

　　　　　　　   

　　１より，○ ○， ○ ○ ○ が成り立つ。
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    の展開と同じように考えると

        

　　　　　　　　　    

この式に→と内積の中点・，

２乗の所は｜｜をつける

も同様に処理することもできる

　内積の性質を利用すると，次のような計算をすることができる。

例１２）　　         

　　　　　　　　　　　    

　　　　　　　　　　　  

　　　　　　　　　　　 
 




○ ○ ○ を用いている
　　　　 

           

　　　　　　　　    

　　　　　　　　 
  


 　　　　　　　　　　　　　

  を求めたい

困ったら乗

例題５）  ，  で，とのなす角がであるとき，ベクトルの大きさを求めよ。

　　　　　　 
     

　　　　　　　　　　 
  




問題の条件を

代入する

　　　　　　　　　　 
    




　　　　　　　　　　  



 

　　　　　　　　　　

　　　　　　　　　  であるから　　　　  

    より

    

応用例題１）

　　　  ，  で，ベクトル，が垂直であるとき，

　　　内積  を求めよ。また，とのなす角を求めよ。

垂直条件　内積は０ 垂直が出てきたら

垂直条件を

　解　とが垂直であるから

　　　　　　　　　　    

　　　ゆえに　　　　 
  


 

　  ，  ，  の値から


 

 
の値が求められる。

　　　ここで，  ，  であるから

　　　　　　　　　　     

　　　よって　　　　 

　　　ゆえに　　　　  

 




 





　　　であるから　　　
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   



  

 













 





   

          
  




□三角形の面積

　おさらい

　 において，， とする。このとき， の面積を，ベクトル，で







 



相互関係より

ルートの中に入れると２乗される

分配法則

      

 


 
 

 

   


  

 


を用いてもよい

表してみよう。

　，とすると　



  

　　　　　    より　     

　であるから

　　　　　   

よって　　 

  

　　　　　 

     

　　　　　 







     

　　　　　 

 











  

    

　　　　　 

 









    

したがって　　 

 





 



  

　また，  ，  ，  ，  であるとすると，

　　　　　　　 
  

  
 ，　　 

  
 


 ，　　       　　であるから

　　 



 



   

  

 

  

  
    





  


 



  


  
 











 

 
 











 

　　　　　　　　 



 





 





 





 





 





       



 

　　　　　　　　 



      







　　　　　　　　 
    

よって，三角形の面積は，，の成分を用いて，次のように表される。

原点と他の２点の座標から

面積を計算する方法と同じ式

　　　　　　 



    

　　　　　　 
     
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

　△△△△

　　　　　△△△

　　　　　⾧方形⾧方形⾧方形





　　　　　⾧方形⾧方形





　　　　　 
        



















   

 

 
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